
Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

令和３年１１月１２日

岩手県北自動車株式会社南部支社（南部バス）

南部支社長 高橋 学

「南部バス」

再生から健全化、成長へのみちのり



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

【主な事業】

●八戸市を中心とした青森県南、岩手県北の２市、７町、１村にて路線バスを運行 ●三戸郡内全町村で４条許可にてコミュニティバス、請
負業務にて自治体所有バスを運行 ●青森市営バス運行管理受託 ●青森県・岩手県と首都圏、仙台、盛岡を結ぶ高速バスを運行
●一般・契約輸送貸切バス ●自動車整備業（指定工場）

本 社：岩手県盛岡市厨川１丁目１７－１８
南部支社：青森県八戸市大字是川字二ツ屋６－７９
事 業 所：八戸営業所（八戸市）、五戸営業所（五戸町）、三戸営業所（三戸町）

青森営業所（青森市）※令和元年10月新規開設、南部整備工場（五戸町）
社 員 数：２６２名（令和3年9月30日現在）
車 両 数：路線バス１２９両、貸切バス１３両（令和3年9月30日現在）

青森県 岩手県

岩手県北自動車南部支社の概要
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Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

旧南部バスの歴史 創業期から最盛期

 現在の八戸駅（旧尻内駅）～五戸間12.3キロの地方鉄道業運営のため『五戸電気鉄道株式会社』の商号で大正15年2月
21日設立、昭和6年から旅客自動車運送事業をも併せ運営、昭和18年に八戸市営、三戸町営等の旅客自動車運送事業を
統合し、昭和20年『南部鉄道株式会社』に商号変更し青森県の県南、三八地区のバス事業を全面的に運営、昭和22年に
八戸市内路線を八戸市に譲渡した。

 昭和43年の十勝沖地震により壊滅的被害を受け地方鉄道事業を廃止、昭和45年に『南部バス株式会社』に商号変更し自
動車旅客運送事業を主体として営業してきた。

“南部鉄道”から
“南部バス”
往時を偲ぶ写真を
少しだけ。



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

旧南部バスの歴史 経営悪化から民事再生適用申請へ

長期低迷から経営悪化へ

 昭和45年には年間1,400万人を超える乗降客数があり、ピークとなる23億円を超える売り上げを計上していたが、そ
れ以降は自家用車の普及や人口減少を背景に利用者が減少し、路線バス収入の長期低迷が続いた。

 同時期に、鉄道廃線のよる社員のバス部門への配置転換、ワンマンバス化で車掌の事務・清掃員などへの配置転換な
どの組織構造改革を実施したが、路線バス収入の長期低迷が続く中で、次第に資金繰りが悪化していった。

 厳しい経営環境から慢性的に資金繰りが悪化し、昭和60年頃からは退職金の支払いが厳しくなり、退職債務が累積し
ていった。

 その後、賃金カット、賞与不支給、退職金減額など労働条件の引き下げを繰り返したが、その結果として、社員の士
気が下がり、退職者の補充が進まず、慢性的な運転士不足となり、生活路線維持を優先する中で利益事業である貸切
バス事業が縮小していった。

 また、資金難から必要な車両更新などの設備投資も出来ず、お客様へのサービス低下を招き、他社との競争力も低下
していった。

 厳しい経営環境と慢性的な資金繰り悪化の中で、車齢25年を超えるバスが何十台も稼働しており、このまま事業を継
続しても車両更新などの必要な設備投資は行えず、不測の事態等で資金ショートした場合には社員さらには地域社会
に多大な影響を及ぼすことになるため、地域の足を維持して「ある朝バスが来ないという事態を絶対に避けなければ
ならない」という強い思いから、バス会社の再生で実績がある「みちのりホールディングス」へ支援要請を行った。

 その後、みちのりグループで隣接地での事業を展開する「岩手県北自動車」への全事業を一体とした譲渡の方向で検
討が進み、平成28年11月28日に民亊再生法の適用を申請する運びとなった。

みちのりホールディングスへの支援要請から民事再生適用申請へ



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

11月28日民事再生法適用申請

地元紙デーリー東北では3面を割いての記事を掲載。東奥日報などの新聞各紙、
テレビでも同様に大きくニュースとして取り上げられた。その後も動向と関係者
へのインタビュー、そしてこれまでの経緯とバス事業の現状を取り上げた連載記
事が掲載されるなど、あらためて地域社会への影響の大きさを思い知らされた。

平成28年11月29日付デーリー東北



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

民事再生法適用申請から事業譲渡へ

 28日は朝から弁護士など約10数名が会社の一室に陣取り、何も知らない社員は物々しい雰囲気に何事が起きたのかと
いう感じであった。

 当日午前中に取締役会を開催し、民事再生法適用申請することを決議した。
 社長ならびに取締役が分担し、青森県、沿線市町村、取引業者、各関係先、労働組合などへの連絡を行った。大口取

引先には直接出向き、お詫びと取引継続を依頼。取引先からは今後の事業への影響について切実な訴えを聞かされ、
あらためてこのような事態を招いたことの重大さを痛感した。

 その後も、社員、債権者説明会、市町村との協議、取引先との交渉など多忙で長い一日の日々が続いて、これまでの
人生の中で一番濃密な期間で、精神的にも大きな負荷が圧し掛かった記憶が残っている。

 平成28年12月に岩手県北自動車との事業譲渡契約を締結し、その後の国交省の認可取得などを経て、翌年3月1日に事
業譲渡実行となった。

平成28年11月30日付デーリー東北 平成28年12月2日付デーリー東北 平成28年12月29日付デーリー東北



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

3月1日事業譲渡決定
平成29年2月22日付デーリー東北 平成29年3月1日付デーリー東北 平成29年3月2日付デーリー東北
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事業譲渡実行、再生スタート！

事業譲渡の条件は

 社員は2月28日で一旦全員解雇され、3月1日に岩手県北自動車で新規雇用する。
 路線バス、貸切バス、整備工場、子会社の南部バス観光の全事業を引き継ぐ。
 南部バスで発行した定期券、回数券は引き続き使用できる。
 地域に根付いている南部バスの名称と路線バスのデザインは継続する、など。

再生スタート！

 みちのりホールディングスより２名が常駐。経営から実務における課題を洗い
出し、岩手県北本社と南部支社社員とコミュニケーションを取りながらＰＤＣ
Ａの進捗管理を徹底。毎週の会議で社長に報告と判断を仰ぎ課題解決や各種施
策を実行。みちのり横串メンバーによる路線バス活性化、整備、安全管理など、
テーマごとの本社ならびにグループ会社での好事例（ベストプラクティス）横
展開を通して、業務改善・収益向上を図るという手法にて改善を進めていった。

平成29年3月1日付デーリー東北



Everyday Everywhere いつもどこかで南部バス。

再生スタート①

次々繰り出す打ち手で改善へ

 運転士が辞めていく…

 事業譲渡前後で退職者が止まらず9月末までに運転士26名が退職。
 最優先課題として取り組み、積極的な募集広告、支度金支給など数々の

打ち手により9月末までに運転士を21名採用。

 バスの故障多発で車両不足

 老朽化が進んでいたバスが事業譲渡以降一気に故障多発し車両不足。
 中古車による車両更新とボディ補修、整備体制の見直しなどにより車

両不足を解消。

 労働条件、人事制度移行への不安

 岩手県北本社の労働条件、人事制度へ10月から移行するが、労働条
件・給料が下がるなどの噂が運転士に拡大。

 労働条件、人事制度の説明会実施と個別対応で理解を深め、期間限定
激変緩和措置で不満緩和。

 社員から意見募集

 社長発信で、南部支社社員から改善提案、ビジネスアイデアなどを
メール等で社長へ直接送付にて募集。実現可能なものからすぐに実行。

平成29年4月1日付デーリー東北
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再生スタート②

 老朽化した八戸営業所給油スタンドを大型タンク導入で更新。
 老朽化したトイレの更新、雨漏りしていた整備工場屋根修復、エア

コン取付などの職場環境改善。
 平均車齢20年以上と老朽化が目立つバスの車両更新とボディ補修を

急ピッチで実行。

平成29年7月13日付デーリー東北

 施設、設備、車両の更新・改修

 運転士を含む全社員に成果主義型の人事評価制度を導入。
 新体制での初めての夏期賞与を少額ではあるが支給。

 人事評価制度と賞与支給

「再生」の結果、業績が上向いたこと、バス、施設、待遇改善が目に見えたことで社員に新会社への期待感が生まれてき
た。人事評価により自分の頑張りが給与アップに繋がることがわかり仕事へ取り組む姿勢が変わってきた。さらに、社長
インタビュー、プレスリリースなどマスコミを活用し当社の現状、取り組みを情報発信することで、地域住民へ再生進捗
による安心感と将来への期待感を高めていった。

 コスト削減

 燃料仕入先の複数化とグループ他社単価比較にて軽油単価引き下げ、
燃費キャンペーン実施による燃料費削減。

 グループ会社との情報共有や比較検討などによる整備コスト削減。
 グループスケールメリットによる車両購入費の削減。
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再生から健全化へ
平成30年3月1日付デーリー東北１面

 驚異的な運転士採用

 最優先課題として取り組んでいた運転士採用が順調に進み１年間で39名採用。

１年目は「再生」順調、改革を加速

 バス車両の大規模更新

 １年間に17台の車両更新と16台のボディ補修を実行。
 南部バスは古くてサビれてるというイメージを一新。
 貸切バスで新車を購入。

 ドライブレコーダー全車搭載

 一部車両に搭載していたドライブレコーダーを入れ替え全車搭載。
 デジタコ一体型で運転教育に活用し事故費用削減、燃費向上による燃料費削減。

 路線見直しとマーケティング強化

 路線の損益分岐を明確にし、収支改善に向けた自治体との協議を実施。
 定期券や乗車券のラインナップ、販売方法の見直しによる拡販など、顧客目

線でのマーケティングを強化。

 高速バス東京線を新ブランド「ＭＥＸ」へ切換

 南部バス時代よりWILLER EXPRESSと連携して運行していた東京線を、みちの
りグループの高速バスブランド「MEX（Michinori Express）」へ切換。

 価格、サービスなど自社コントロールによる収益改善を実現。
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平成31年1月21日付デーリー東北

健全化から成長へ

 青森営業所開設で青森市へ進出

事業改革と拡大はますます加速する

 地元及び国内外インバウンドの貸切バス需要をターゲットに、
青森営業所を南部支社の管轄で開設。

 八戸から回送していたＭＥＸ青森を青森営業所に移管し、運行
効率化と八戸営業所の運転士不足を改善。

 みちのりトラベル東北発足

 子会社の旅行代理店岩手県北観光と南部バス観光を統合し、み
ちのりトラベル東北発足。

 南部バス観光はみちのりトラベル東北八戸支店となり、一体化
による営業力強化と魅力的な商品開発、スケールメリットを生
かした誘客を実施。

 バスロケ、ＩＣカード導入準備と働きかけ

 事業譲渡時からコミットしていたバスロケーションシステム、
ICカード導入に向け準備を進め、県・関係自治体へ支援要望。

 バスロケ、ICカードとも八戸市営バスと連携し、八戸圏域で共
通利用できるシステム導入を八戸市、圏域町村へ働きかけ。

しかし、新型コロナウイルスで状況は一変…

 青森市営バス運行管理受託
 みちのりグループで初めての公営バス運行管理受託として、青

森市営バスの運行管理受委託契約を締結。
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コロナ禍ですべてが変わったが…。

 バスロケーションシステム稼働

身を縮めながらも、アフターコロナのＶ字回復へ準備

 本年3月よりバスロケーションシステム稼働開始。一般路線のほか当社受託の自
治体コミュニティバスも運行状況を確認可能。

 八戸市営バスとの共通案内の協議、病院・商業施設へのデジタルサイネージ設
置を準備中。

 地域連携ＩＣカード「ハチカ」導入

 八戸市を中心とした八戸圏域で利用できる地域連携ＩＣカード「ハチカ」導入。
令和4年3月利用開始予定で準備中（同時期に県北バスは「ＩＧＵＣＡ」導入）。

 公営と民営の事業者が協力してエリア全体で導入する初めてのケースであり、
交通ネットワークとしての利便性を向上。

 当社一般路線のほか自治体コミュニティバス（南部町・五戸町）でも導入。

 MaaS、リクエスト型最適経路バスなどＤＸの推進

 MaaSの仕組み、効果について県・自治体へ提案、導入を働きかけ。
 リクエスト型最適経路バス（ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ）の仕組み、効果を提案、これま

での当社のノウハウと合わせて最適な地域交通のあり方を自治体と検討。

令和3年6月25日付デーリー東北

令和3年年3月30日付デーリー東北

 新規移動需要を実証運行で開拓

 国などの補助を活用した実証運行で、新規移動需要開拓への取り組み。
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再生から健全化、成長段階までの実績
令和3年年8月15日付デーリー東北

バス車両の購入・ボディ補修台数

社員の採用数

社員の年収上昇率

平成29年3月から令和3年6月30日までの南部支社実績

新車９台 中古車８９台 ボディ補修３１台

令和3年6月30日現在 所有車両数 乗合129台 貸切12台 合計141台

全職種１４２名 うち運転士１１９名
令和3年6月30日現在 社員数
スタッフ55名 運転士183名 整備士21名 ガイド2名 合計261名

全職種１１３％ うち運転士１１２％

南部バス最終年度平成28年度と令和2年度比較
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最後に

みちのりグループ傘下で、縦串と横串の両輪による経営支援体制のもと、新たな
経営手法と地域をまたいだ広域連携を通じて、労働生産性の向上、継続的設備投
資、デジタル化の推進などを進めることで、コロナ禍でも筋肉質な組織となった。

民事再生によるみちのりグループへの事業譲渡を実行していなければ、例え債務
超過を解消できる資金提供があっても、労働協約、古くからの慣習などのしがら
みで改革が進まず、社員の採用・待遇改善、車両・設備の更新、サービス向上、
事業拡大をスピード感をもって、Ｖ字回復でここまで出来る体制ではなかった。

民事再生、事業譲渡でリセットして新しい体制の下で再建したからこそ、事業体
としてのサステナビリティー、ひいては地域の交通ネットワークのサステナビリ
ティーが確保出来ていると確信している。


